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一EPA候補者を対象とした集合研修での成果と課題を通して一 …… 神村 初美 ・三橋 麻子
日本語学習者が夕一ン交替時に使用するディスコースマーカー


















首都大学東京 ・東京都立大学 日本語 ・日本語教育研究会
旧 本 語 研 究
第36号
2016
首都大学東京 ・東京都立大学 日本語 ・日本語教育研究会
彙 報
・第8回 研 究 大 会 開 催 報 告
当研 究会 の 第8回 研 究 大 会 が 開 催 され ま した。 会 員4名 に よ る研 究
発 表 が行 な わ れ 、 首都 大 学 東 京 国 際 セ ン ター 教 授 に着 任 され た助 川 泰
彦 先 生 先 生 の御 講 演 を賜 りま した 。
日時:2015年7月18日(土)14:30～18:00
場 所:首 都 大 学 東 京 本 部 棟 大 会 議 室
〔招 待 講 演 〕
首都 大 学東 京 国 際 セ ン ター 教 授 助 川 泰 彦 先 生
「イ ン ドネ シア人 就労 者 の 日本 語 自然 習得 」
〔研 究 発 表 〕
斎 藤 敬 太(首 都 大学 東京 人 文科 学研 究科博 士 後期 課程)
「東 北地 方で 暮 らす外 国人 の方 言 問題解 決 を 目指 して」
神 村 初 美(首 都 大学 東京 健康 福祉 学部)
「EPA候補 者 を巡 る 日本語 教 育支援 を批 判 的 に捉 え る
一言語研 究 フィー ル ドか らは じま る可能性 一」
柳 悦(中 国人民 大学)
「中国 の大学 にお ける 日本 語 学習者 へ の音 声教 育 の現状 と問題 点
中 国人民 大学 学 内 ス ピー チ コ ンテ ス ト指導 を通 して 」
・第9回 研究 大会 の お知 らせ
第9回 研 究 大会 を以 下 の 日時 にて 開 催 す る予 定 です 。 奮 っ て ご参加
くだ さい。
日 時:2016年7月16日(土)14:30-17:40
(大 会 後 、 懇 親 会 を 予 定 し て い ま す 。)
場 所:首 都 大 学 東 京 本 部 棟 大 会 議 室
14:30-14:45総会
14:55-16:35会員 に よ る研 究 発 表
16:40-17:40招待 講 演 春 原 憲 一 郎 先 生
(京都 日本 語 教 育 セ ン タ ー 京 都 日本 語 学 校 校 長)
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入会の御案内
「首 都 大 学 東 京 ・東 京 都 立 大学 日本 語 ・日本 語 教 育研 究 会 」 で は 、
会 員 制 を採 り、学 内 の み な らず 広 く学外 の 方 か らの御 協 力 も賜 りた く
存 じま す 。 研 究 会 で は 、 「普 通 会 員 」 「学 生 会 員 」 「賛 助 会 員 」 「会 友 」
とい う会 員 種 別 を設 け て い ます 。年 会 費 は 以 下 の 通 りで す 。なお 、『日
本 語 研 究 』 の投 稿 は 「賛 助 会 員 」 「普 通 会員 」 「学 生 会 員 」 で あ る こ と
が 条 件 です 。
賛 助 会 員10,000円
学 生 会 員2,000円
普 通 会 員4,000円
会 友1,000円
入 会 を希 望 され る方 は事 務 局 ま で御 連 絡 くだ さい 。
(文責:事 務 局 小 口 悠 紀 子)
振込先 ロ座番号
郵 便 振 替 口座 番 号00160-6-83281
加 入 者 名 首 都 大 学 東 京 東 京 都 立 大 学 日本 語 日本 語
教 育研 究 会
銀 行 振 込 三 菱 東 京UFJ銀 行 多 摩 セ ン ター 支 店 普 通 預 金 口座
口座 番 号1580713
口座名 日本 語 研 究会 代 表 西 郡 仁 朗
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『日本 語研 究』 第37号 原稿募 集 の お知 らせ
下 記 の要 領 で 『日本 語 研 究 』第37号 の原 稿 を募 集 い た します 。ふ る
って 御 投 稿 くだ さい。




(1)所定 の 書 式 に従 い 、原 稿 を作成 す る こ と。
(2)非 日本 語 母 語 話 者 は ネ イ テ ィブ チ ェ ック
を受 け る こ と。
(3)投 稿 者 は事 前 に 「投 稿 連 絡 フォ ー ム 」 を
必 ず提 出す る こ と。投 稿 連 絡 フォ ー ム の詳
細 は 会 員ML(メ ー リン グ リス ト)に て 案
内 しま す 。
(4)事 務 局 が指 定 す る締 切 等 に 遅 れ た 場 合 は
如 何 な る理 由が あ っ て も受 理 しな い こ と。
【提 出 方 法 】(編 集 委 員 会 に て 改 定)
電 子 フ ァ イ ル(Wordフ ァ イ ル 及 びPDFフ ァ イ ル)を メ ー ル に て 提 出
【提 出 先 】
liuzw@tmu.ac.jp(事務 局 劉志偉)
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投 稿 規 定
【内 容 】
研 究 論 文 、 研 究 ノ ー ト、 報 告 、 展 望 レ ビ ュ ー 。
研 究 会 の 目的 と 内 容 に 合 致 し て い れ ば テ ー マ は 自 由 で あ る 。
【書 式 】
a.用紙 サ イ ズ:B5
b.横書 き(縦 書 き を 希 望 す る 場 合 は 、 事 前 の 相 談 が 必 要 。)
c.指定 書 式:1頁=38字 ×38行 を 基 準 と す る 。(必 ず ボ タ ン 「段 落 」
→ 「行 と段 落 の 間 隔 」 の 順 で 「1.O」を 選 択 す る こ と)
d.マー ジ ン:上2.5cm下3.ocm左2.5cm右2.5cmを 原 則 とす る 。
e.1ペ ー ジ 目
〉第1行 論 文 題 目 と 副 題 ゴ チ ッ ク 体11pt(太 字 に し な い こ と)。
〉空 行(1行)を い れ る。
〉著 者 名 明 朝 体(10.5pt、名 前 と名 字 の 問 は 一 文 字 の ス ペ ー ス を 空
け る 。 共 著 の 場 合 は 各 執 筆 者 の 名 前 の 問 に 「・」 を い れ る 。)
〉空 行(1行)を い れ る。
〉本 文 小 見 出 し は ゴ チ ッ ク 体(10.5pt、太 字 に しな い こ と)、 本 文
は 明 朝 体(10.5pt)で 「、」 「。」 を 用 い て 作 成 す る 。 章 と章 の 間 に は
そ れ ぞ れ1行 空 き とす る。
〉論 文 題 は 中 央 寄 せ 、 執 筆 者 名 は 右 寄 せ で 統 一 す る 。
f.注 は 脚 注 に 限 り 、明 朝 体(9pt、 注 の 行 間 は ツ ー ル バ ー の 「ホ ー ム 」
→ 「段 落 」 → 「行 間 」 → 「固 定 値 」 → 「OK」)で統 一 す る 。
g.「参 考 文 献 」 の 四 文 字 は ゴ チ ッ ク 体(10.5pt、太 字 に し な い こ と)、
個 々 の 文 献 は 明 朝 体(10.5pt)。文 献 情 報 が 二 行 以 上 渡 る 場 合 は 、二
行 は 二 字 空 け で 統 一 す る。
h.参考 文 献 と付 記 の 問 は1空 行 を い れ る。
i.論文 の 最 後 に 一 空 行 を 入 れ て 、 氏 名 の 読 み と 所 属(身 分)を 右 寄 せ
で 記 入 す る 。 名 前 と名 字 の 問 に 一 文 字 の ス ペ ー ス を 空 け る 。 氏 名 と
所 属 の 間 に 「・」 を い れ る 。
例:(ひ が し た ろ う ・首▲都 大 学 東 京 大 学 院 博 士 後 期 課 程)
j.枚数:指 定 書 式 で14枚 程 度(図 表 含 む)。
k.ペー ジ 数 を つ け る こ と。
1.提出 原 稿 に は 「行 番 号 」(ペ ー ジ レ イ ア ウ ト→ 行 番 号 → 連 続 番 号)を
つ け る こ と。
【投 稿 原 稿 に つ い て 】
a.オフセ ッ ト印刷 にっ き書 式 を守 っ た完 全原 稿 で の 提 出。
b.編集 委 員 会 の審 査 を経 て掲 載 の諾 否 を決 定 す る。
c.編集 委 員 会 が改 稿 を求 め る こ とが あ る。
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首都大学 東京 ・東京都立 大学 日本語 ・日本語教 育研究会 規 約
(2008年7,月19日制定)
(2015年7,月18日改定)
首都大学東京 ・東京都立大学 日本語 ・日本語教育研究会(以下、研究会)は、2006年
に首都大学東京に設置 された大学院 日本語教育学教室および、東京都立大学人文科学研






























































総会への参加 ・研究大会への参加 と口頭発表 ・学会誌への投稿 ・学会誌の受領 ・お
知 らせ(メ ールマガジン)の受信。
3-3.学生会員






















































3-1.投稿 締 め切 り:2,月中旬
3-2.第一 回合 評 会:3,月下旬
3-3.第二 回合 評 会:4H下 旬




単著論文等 の場合、投稿者は首都大学東京 ・東京都立大学 日本語 ・日本語教育研究
会の会員でなければな らない。
共著論文等 の場合、執筆者全員が投稿 資格 をもつ会員(普 通会員 ・学生会員 ・賛助
会員)で なければな らない。
4-2.内容
研究論文、研究 ノー ト、報告、展望 レビュー。
研究会の 目的 と内容に合致 していればテーマは自由である。
4-3.書式
a.用紙サイズ:B5
b.横書 き(縦 書きを希望す る場 合は、事前の相談が必要。)
c.指定書式:1頁=38字 ×38行を基準 とす る。(必 ずボタン「段落」→ 「行と段落の間
隔」の順で「1.0」を選択すること)
d.マー ジン:上2.5cm下3.Ocm左2.5cm右2.5cmを原則 とす る。
e.1ペー ジ目
〉第1行 論文題 目と副題 ゴチ ック体11ポ イ ン ト(太字 に しないこと)
〉空行(1行)を いれ る。
〉著者名 明朝体(10.5ポイ ン ト、名前 と名 字の間は一文字のスペースを空ける。
共著の場合は各執筆者 の名前 の問に 「・」をいれる。)
〉空行(1行)を いれ る。
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〉本文 小見出 しはゴチ ック体(10.5pt、太字に しないこと)、 本文は明朝体
(10.5pt)で「、」 「。」を用いて作成す る。章 と章の間にはそれぞれ1行空
きとす る。
〉論文題は中央寄せ、執筆者名 は右寄せで統一す る。
f,注は脚注に限 り、明朝体(9ポイン ト、注の行間はツールバーの 「ホーム」→ 「段
落」→ 「行間」→ 「固定値」→ 「OK」)で統一す る。
g.「参考文献」の四文字はゴチ ック体(10.5pt、太字に しないこと)、 個々の文献
は明朝体(10.5pt)。文献 時報が二行以上渡 る場 合は、二行は二字空 けで統一す
る。
h.参考文献 と付記の問は1空行 をいれ る。
i.論文の最後に一空行 を入れて、氏名 の読み と所属(身 分)を 右寄せ で記入す る。
名前 と名字の問に一文字のスペースを空 ける。氏名 と所属の問に 「・」をいれ る。
例:(ひ が し た ろ う・首都大学東京大学院博 士後期課程)
j.枚数:指 定書式 で14枚程度(図表含む)。
k.ペー ジ数を付けること。
1.提出原稿 には 「行番 号」 をつ ける こと(ペ ー ジ レイ ア ウ ト→行番 号→ 連続番
号)。
4-4.投稿原稿 について
a.オフセ ッ ト印刷 にっき上記書式を守った完全原稿での提出。




プ リン トアウ トならび にファイルは コピー して保存 してお くこと。
4-5.提出先(電 子メール に添1寸にて提出)
投稿募集 のページに記載 された首都大学東京 ・東京都 立大学 日本語 ・日本語教育研
究会事務局 のメールア ドレス宛にWordファイル、およびPDFファイルの計2部 を添付
して提出す ること。
4-6投稿料 について
研究会の運用及び機関誌発行を維持す るため、第33号 より賛助会員 か ら投稿一篇







語学』の新名称を 『日本語の研究』としたのは、既に 『日本語研究』や 『日本語学』が
別の学術雑誌として存在していたためで、この前者は本誌のことである。こうした歴史
に鑑み、首都大学東京 ・東京都立大学 日本語 ・日本語教育研究会発足にあたり、学会
誌の名称は 『日本語研究』を継続 し、号数も創刊以来の号数を継続することとした。




1.理事会 ・研究委員会 ・編集委員会 と連絡を密にしつつ、研究会の会員間の相互連絡
と対外的な広報活動を統括する。





『日本語研究』第36号 をお届け します。今回は 日本語学 ・日
本語教育学の各分野から16本 の投稿があ り、編集委員 と編集協
力者による厳正なる査読の結果、研究論文3本 、報告4本 、展望
レビュー1本の計8本 が掲載 され ることにな りました。本誌にお
ける掲載の順序は、その論文等についての査読者による評価の順
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